
実践する、
実践できる
サーベイランス
in名古屋

2012年11月24日（土）

9：40～16：30



愛知県名古屋市
WINC AICHIで開催しました

参加者：40名



サーベイランスで活用できる
統計学の基礎

東京大学大学院

医学系研究科 生物統計／
疫学・予防保健学

藤田 烈 先生

感染管理に必要な統計手法
について、わかりやすくお
話ししていただきました。

χ2検定など非常によく理解
できたと感想がありまし
た。



ステップUP ！
医療関連感染サーベイランス

筑波大学附属病院

水戸地域医療教育センター

水戸協同病院

崎浜 智子 先生

サーベイランスを開始する

ために必要な知識・手法に

ついて、「ハードルを越える」
をキーワードに、経験を交え

てお話いただきました。



演習：SSI、BSI、UTI、VAPの事例を
基にグループワークを行いました

演習アドバイザー【敬称省略】

大石みどり：榛原総合病院

垣内 由美：三重県立総合医療センター

鈴木 清美：静岡県立総合病院

田村 秀代：名古屋第二赤十字病院

千田 昌代：富山研済生会富山病院

細田 清美：福井県済生会病院

松島 由実：三重県厚生連菰野厚生病院

室井 洋子：福井大学医学部附属病院



アンケート結果
～ご協力ありがとうございました～

参加者数 40名
アンケート回収 34名 回収率85％

資格取得後の年数

1年未満 8人
1～5年 20人
11年以上 3人
無回答 3人

1年未満

8人

1～5年
20人

11年以上

3人

無回答

3人



演習について
大変参考になった 20人
参考になった 11人
無回答 3人

常日頃悩んでいたことが解決できました。

演習だけでなく、サーベイランスを実施する上での疑問等を
話し合う機会となり、情報共有できました。

判定基準をグループで話し合うことができ、今後のサーベイラ
ンスに活かすことができる。

事例を通して判定について再確認することができた。
メンバーとディスカッションできた。疑問が解決した。


